
産地パワーアップ事業の取組事例 （徳島県）

取組の概要

取組の概要 ：かんしょ・だいこん産地の競争力強化

計画策定主体：鳴門市農業再生協議会

対象品目 ：かんしょ・だいこん(産地面積:201ha)

主な取組主体：里浦農業協同組合

成果目標 ：販売額の10％以上の増加(総販売額)

助成金の活用：整備事業（集出荷貯蔵施設）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状：H26年度〉

〈目標：H30年度〉

作付面積：かんしょ 151ha

だいこん 50ha

合 計 201ha

販 売 額：かんしょ 1,007,747,815円

だいこん 326,998,883円

合 計 1,334,746,698円

作付面積：かんしょ 151ha

だいこん 44ha

合 計 195ha

販 売 額：かんしょ 944,742,721円

だいこん 268,466,580円

合 計 1,213,209,301円

事業効果

Ｈ26年度 Ｈ30年度

○集出荷場を機能増強することで、品質向
上や生産拡大が図られ、産地の競争力の
強化を図り、販売額の向上を実現する。

推進体制

地域の関係者（鳴門藍住農業支援セン
ター、鳴門市、里浦農業協同組合、農業
関係者等）が一体となって事業推進。

○集出荷体制を確立することで、
計画生産が可能となり、上位規
格品率の向上や栽培面積の拡大
により、競争力の強化を図り、
収益力の向上につなげる。

地域における独自の取組

○かんしょ・だいこんのブランド化「里
むすめブランド」による有利販売。

〈主な取組〉

地区の概要

～かんしょ・だいこんの販売額～

徳島県鳴門市
里浦地区

1,334,746,698円
1,213,209,301円
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